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2018

●ボランティアで小学生のサッカーコーチをし
ていたころ、子どもたちが寄って来てくれるの
は、無条件にうれしいものでした。低学年では、
背中によじ登ってくる子、手や足にしがみつい
てくる子と、距離ゼロのふれあいになります。
ちょっと離れたところで様子を見ている子もい
ますので、近づいていって、どんな距離を欲し
ているのか確かめます。中学年になると、ちょ
っとずつ距離が離れていきますが、愛着に課題
を抱えている子は、べったりくっついてくるこ
とも。特集１では、子どもとの「適切な距離」
を考えます。●面接相談と電話相談の両方をや
っている人から、「私は電話相談のほうが得意な
ので、重要なことは電話で伝える」と聞き、驚
いたことがあります。耳を澄まして相手の声を
聴いていると、その人の余分な情報が背景に退
き、相手の気持ちに集中できるというのです。
特集２は、電話を通した保護者とのかかわりの
特集です。 

問題行動を起こす子どもの中には「先生
の気を引きたい」と思っている子もおり、
かかわることで問題行動がエスカレート
してしまうことがあります。次号ではこ
うした子への対応を考えてみます。

教員が何でもこなしてきた学校を、専門
家集団による「チーム学校」に変えるべ
きだと中教審が提言してから３年。先駆
的実践として成果をあげている「なごや
子ども応援委員会」の活動を紹介します。
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